
１
月
７
日
、
「
カ
ジ
ノ
誘
致

の
是
非
を
問
う
和
歌
山
市
民
の

会
」
が
市
長
に
住
民
投
票
条
例

の
制
定
を
求
め
て
２
万
39
筆
の

署
名
を
提
出
し
、
こ
れ
を
受
け

て
１
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
臨

時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

住
民
投
票
の
案
文
は
「
市
民

の
会
」
が
提
案
し
、
市
長
が
意

見
を
つ
け
て
議
会
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
意
見

意
義
は
見
出
し
が
た
い

市
長
の
意
見
の
概
要
は
「
有

権
者
の
50
分
３
に
当
た
る
２
万

39
筆
の
署
名
に
よ
っ
て
住
民
投

票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
賛

否
を
問
わ
ず
市
民
の
関
心
の
表

れ
」
と
し
な
が
ら
、
「
こ
れ
ま

で
も
議
会
で
議
論
し
て
き
た
、

条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
は
法

で
定
め
た
長
や
議
会
の
権
限
を

拘
束
で
き
な
い
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
住
民
投
票
を
実
施
す
る

意
義
は
見
出
し
が
た
い
」
と
い

う
も
の
で
す
。

賛
成
少
数
で
否
決

条
例
案
は
総
務
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
提
出
者
６
人
か
ら
の

意
見
陳
述
や
質
疑
、
政
和
ク
ラ

ブ
か
ら
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

姫
田
高
宏
議
員
が
賛
成
討
論
を

し
ま
し
た
が
、
修
正
案
、
原
案

と
も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

27
日
の
議
会
最
終
日
、
本
会

議
で
党
・
市
議
団
の
中
村
朝
人

幹
事
長
が
議
案
に
対
す
る
賛
成

討
論
を
お
こ
な
い
、
他
の
３
会

派
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
修
正
案
も
原
案

も
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

住
民
運
動
の

新
し
い
扉
を
開
い
た

非
常
に
残
念
な
結
果
で
す
が
、

和
歌
山
市
で
初
め
て
の
住
民
投

票
条
例
の
直
接
請
求
事
例
と
な

り
、
住
民
運
動
の
新
し
い
扉
を

開
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
願

い
が
届
く
市
政
の
た
め
に
ご
一

緒
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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こ
ん
に
ち
は

市
会
議
員

南
畑
さ
ち
代
で
す
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連絡先
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日本共産党和歌山市会議員

南畑 さち代

日本共産党

修正案に賛成した日本共産党議員団（６名）を含む１５名の議員

賛
成
討
論
を
行
う

中
村
あ
さ
と
議
員

２
月
27
日
、
党
・
市
議
団

の
中
村
あ
さ
と
幹
事
長
の
賛

成
討
論
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

こ
れ
は
地
方
自
治
法
第
74

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

住
民
が
有
権
者
の
50
分
の
１

以
上
の
連
署
を
も
っ
て
条
例

の
制
定
を
市
長
に
請
求
し
、

条
例
案
を
提
出
し
た
も
の
で

す
。
地
方
自
治
体
に
お
け
る

直
接
請
求
制
度
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
住
民
投
票
は
、
住
民

自
治
、
住
民
主
権
を
体
現
す

る
も
の
で
歓
迎
す
べ
き
も
の
。

主
権
者
で
あ
り
た
い
と
い

う
強
い
思
い
は
「
子
ど
も
か

ら
問
わ
れ
た
時
に
知
ら
な
い

間
に
で
き
て
い
た
と
は
答
え

た
く
な
い
」
と
意
見
陳
述
で

述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
す
。

和
歌
山
市
の
歴
史
上
初
め

て
の
直
接
請
求
に
よ
る
条
例

案
は
、
市
民
の
政
治
参
加
に

対
す
る
思
い
の
表
わ
れ
で
あ

り
、
議
会
・
行
政
・
市
民
三

者
み
ん
な
で
考
え
て
決
め
よ

う
と
い
う
思
い
を
尊
重
す
る

な
ら
ば
是
非
と
も
可
決
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

総務委員会で賛成討論する、ひめだ高宏議員



２
月
定
例
議
会
が
２
月
17
日

か
ら
３
月
９
日
ま
で
開
会
予
定

で
す
。
代
表
質
問
は
坂
口
多
美

子
議
員
（
２
月
28
日
）
。
一
般

質
問
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
、
森
下
佐
知
子
議
員
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
代
表
質
問
の

様
子
は
テ
レ
ビ
和
歌
山
で
放
映

さ
れ
ま
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
開
会
に
先
立
っ
て
14

日
、
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
で

２
０
２
２
年
度
の
予
算
と
主
要

事
業
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
の
で
一
部
紹
介
し
ま
す
。

◇
２
月
補
正

19
億
３
９
０
４

万
７
千
円
。
水
管
橋
の
復
旧
の

取
り
組
み
と
し
て
、
落
橋
し
た

水
管
橋
と
両
隣
の
水
管
橋
計
３

径
間
を
更
新
。
既
存
４
径
間
は

点
検
調
査
に
基
づ
き
、
補
修
や

補
強
を
す
る
こ
と
で
６
月
中
旬

の
送
水
に
取
り
組
む
。

◇
新
規
事
業

安
定
給
水
の
確

保
と
し
て
①
水
道
施
設
全
体
の

あ
り
方
を
再
検
討
４
５
１
８
万

８
千
円
②
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
５
２
４
万
７
千
円
。

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ

た
「
持
続
」
「
安
全
」
「
強
靱
」

の
理
念
に
基
づ
き
本
市
の
水
道

が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
水

道
事
業
の
方
向
性
を
示
す
③
水

管
橋
の
点
検
方
法
の
確
立
と
し

て
、
水
道
施
設
の
点
検
方
法
に

つ
い
て
最
新
技
術
の
採
用
を
検

討
し
、
取
り
ま
と
め
る
。

◇
地
域
防
災
計
画
へ
の
位
置
づ

け
と
し
て
、
大
規
模
断
水
事
故

応
急
対
策
の
地
域
防
災
計
画
へ

の
位
置
づ
け
と
体
制
の
強
化
。

大
規
模
断
水
事
故
に
お
け
る
応

急
対
策
を
和
歌
山
市
地
域
防
災

計
画
に
位
置
づ
け
活
動
体
制
の

強
化
を
図
る
。

◇
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

継
続８億

２
０
８
８
万
２
千
円

◇
電
話
相
談
窓
口
の
設
置

継
続

１
４
７
４
万
５
千
円

◇
感
染
症
患
者
の
入
院
医
療
費

の
負
担

継
続

入
院
費
の
自
己
負
担

分
を
公
費
で
負
担

８
９
２
４
万
３
千
円

◇
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
等
の
負
担

継
続

医
師
の
判
断
に
よ
り

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
行
っ
た
場
合

に
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担

◇
今
年
８
月
か
ら
本
市
に
居
住

す
る
総
て
の
子
ど
も
が
中
学
校

卒
業
ま
で
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
無
料
化
す
る
。
９
６
３
６

万
７
千
円
。

◇
継
続

バ
ス
路
線
が
廃
止
と

な
っ
た
地
域
や
公
共
交
通
が
不

便
な
地
域
に
お
い
て
ス
ー
パ
ー

や
病
院
等
を
経
由
し
、
最
寄
り

の
バ
ス
停
や
鉄
道
駅
に
接
続
す

る
地
域
バ
ス
の
実
証
運
行
を
実

施
。
運
行
結
果
を
元
に
本
格
運

行
の
可
能
性
を
探
る
。
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日時：３月４日（金）午後６時～７時

会場：河西診療所です。

申込：南畑さち代まで

日時：毎週木曜日、午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑さち代生活相談所

℡．073-453-3418、453-7758（自宅）

和歌山市善明寺411-4
相談実施中は看板を出しています

お問い合わせは、南畑さち代まで

℡．073-435-1113（日本共産党市議団室直通）

2022年1月の法律・生活相談件数
介護：2件、食料支援：1件、国保：1件、生保１件、道路1件、

年金：1件、非課税給付金：6件、確定申告：1件、法律：1件

その他：2件、

防災無線が

聞き取りにくい場合

下記の和歌山市防災情報

電話に電話をしてください。

無料：0120-077-199

有料：無料が込み合っている時

（固定1分3円、携帯1分40円）

0180-997-199


